
第１２回日本プロオーケストラファンクラブ協議会総会 

札幌総会分科会要録 
 

 総会での各団体交流の場が分科会形式になったのは、山形総会（第８回）からと記憶し

ております。貴重な時間を有意義に過ごす方法としては、成果があったのではと思いまし

た。またそれにより、それぞれの団体の課題もより明確になってきたのではないかと思い

ます。 

 今年は、前年度までの過程を踏まえ、下記の６つの分科会を設定しました。 

 各団体は、ファン層を拡大するために、また会員拡大を目標に様々な活動をそれぞれ工

夫しながら実施しています。その活動の一つひとつに焦点をあて、活動の方法や仕組みを

交流し合うことで、自分たちの活動のヒントにして生かすことができるのではないかと考

えました。 

 以下に、各分科会での交流の様子を簡単にご報告します。 

 

---------------◇----------◇--------------- 

 

                アドバイサー：上田 文雄、西川 吉武、定政みち子 

                マーク：◎＝まとめ発表者、〇＝司会者、◇＝書記 

 

Ａグループ（セミナーやコンサート） 

参加者：長島 栄一（ＳＰＣ）、田上萬里子（ＳＰＣ）、小野 善平（群響） 

    ◎篠原 敏修（東京）、山内満沙代（名古屋）、〇上野 文博（札響） 

    ◇神  秀夫（札響）、有田  宏（札響） 

 

 まず話題になったのは、サロン、セミナー、パーティ、トークなどの演奏者や講師の謝

礼が安い事です。スポンサーの付いているところ以外は、悩ましい問題。 

 各団体がそれぞれ行っているセミナー、サロン、カフェなど、名前は違うが、会員と楽

員を身近に感じ、楽員には会の存在を知らせることになっている。楽員との係わりでは、

新人の楽員の方が、食い付きが好く、早く出たいという人もいるとのこと。ファンクラブ

にとっても、新人にその存在を認知させることになるので良いことだと思う。 

 セミナー、サロン、カフェなどを会員だけを対象にしているところと、会員以外も対象

にしているところとそれぞれある。 

 ファンクラブと事務局との係わり方は、それぞれの会の立ち上がりの違いなどで、かな

りの差があると思う。 

 

---------------◇----------◇--------------- 

 

Ｂグループ（会報誌） 

参加者：高橋  望（ＳＰＣ）、前田 直美（ＳＰＣ）、◎石守  晃（群響） 



    村山 利勝（群響）、山田ちひろ（名古屋）、井上 明子（札響） 

    ◇中居志津子（札響）、〇塚田  総（札響） 

 

 会報誌では、アイディア、デザイン、カラー、予算、担当者について話し合いがされま

した。アイディアとしては、定期会員に会場で「ひとこと」をお願いした例と、投稿が少

しずつ増え、楽員さんもそれを気にかけてくれるようになった例がありました。 

 予算を抑えることについては、協力してくださる印刷会社による援助や、スポンサーを

お願いする例もありました。 

 スタッフや会員の「Ｗｅｂ世代」と「紙世代」についても話題になりました。若い方に

会員になってもらうためにはネットの発信が欠かせないのではないか、会報誌をＷｅｂ化

するにはセキュリティや発信の仕方など課題があること、「紙世代」にはプリントアウトを

して発送することも大事であることなどを話し合いました。 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 
  



 

  



---------------◇----------◇--------------- 

 

Ｃグループ（招待事業） 

参加者：熊谷  哲（ＳＰＣ）、◎山田 博子（名古屋）、細工  実（広島） 

    佐藤 高明（札響）、〇村山 英朗（札響）、米森 宏子（札響） 

    ◇寒河江 潔（札響）、佐藤 佐紀（札幌市） 

 

 各団体の招待事業の実態が話されました。 

 ＳＰＣでは、今まで仙フィルの演奏を聴いたことがない人を対象に年間３回ペアで６名

招待しているとのこと。仙フィルの事務局との関係は良くなってきたとのことです。 

 名古屋は、名フィル事務局が独自に行っている中高生対象の招待事業の一部（毎月２４

名の座席の招待チケット）がファンクラブに任されていて、これを、ファン拡大に有効活

用しているとのことです。 

 また、名フィルファンクラブ主催の演奏会に三井住友から１００名ほどの招待チケット

を援助してもらったり、名フィル団員が入って演奏会では、演奏料の半分を補助してもら

ったりしているとのこと。その他、ファンクラブに入会した場合、入会時の名フィル定期

演奏会チケットの半額を事務局に負担してもらっているとのことです。 

 札響くらぶからは、「中学生招待事業」を紹介しました。 

 

---------------◇----------◇--------------- 

 

Ｄグループ（交流会や親睦会） 

参加者：◎佐藤 佳世（ＳＰＣ）、栄浪 章文（山響）、里吉名知夫（群響） 

    川端習太郎（札響）、佐々木 保（札響）、〇朽木 尚明（札響） 

    横山 章子（札響）、◇及川  恵（札響） 

 

 山形では、以前会員と楽員とで「芋煮会」を行っていたが、今は中止している。楽員と

の距離があまり近すぎるのもどうか。また、演奏会の後、会場に残ってもらい、指揮者、

ソリストのお話をお聞きし、サイン入り色紙を抽選で渡すということも行っている。 

 交流会とは関係ないことですが、山響は、学校まで出向いて演奏活動を行っていて、バ

スはクラウドファンディングですぐ金額達成して購入できたとのことです。 

 仙フィルも、交流会とは違う話題ですが、「仙クラ」は、１０００円で素晴らしい演奏が

聴けて完売状態。また、２０００円の国際コンクールのチケットも完売するが、仙フィル

の演奏会には来てくれない。チケットが高いと思うらしい。 

 

---------------◇----------◇--------------- 

 

Ｅグループ（会員募集や宣伝活動） 

参加者：成毛 祥代（ＳＰＣ）、◎佐藤  彰（山響）、河内 芳人（金沢９） 

    佐藤 幸一（広響）、今井 康夫（札響）、○村岡 範男（札響） 



    ◇橋  幸子（札響）、島田千津子（札響）、高木 誠一（札幌市） 

 

 特典などを設けても、入会にまではいかない場合が多く、高齢化の問題もある。 

 事務局に存在を認めてもらうことも大事。 

 楽員さんとの交流があって楽しいが、チケットを買ってと言われる。 

 楽員さんが、積極的に会員さんと触れ合ってくれると、会員も増えると思う。 

 宣伝活動は、口コミが一番。印刷物には経費がかかる。 

 

---------------◇----------◇--------------- 

 

Ｆグループ（楽団支援） 

参加者：高坂 知節（ＳＰＣ）、加藤  聡（山響）、◎棚池 康信（金沢） 

    森戸  健（名古屋）、鈴木 美保（札響）、◇辻  幸子（札響） 

    〇武藤 義典（札響）、武田 律子（札響）、山口  斌（札響） 

 

 山響からは、山形交響楽団が演奏活動を学校等で行う楽員の移動用バスが老朽化してき

たため更新を検討、その購入資金をクラウドファンディングで調達した。山響ファンクラ

ブからも１０万円別途寄付した（写真参照）。 

 

 
  



 
 

石川からは、お金はないが体力で助ける活動が紹介されました。一般会員への郵送のラベ

ル貼り、楽友会事業として「ボランティアコンサート」で少年院や病院、児童支援施設訪

問、楽員の個人リサイタルのチケット販売協力、会場のお手伝い、ロビーコンサートで地



元の音楽家の支援など、多彩な活動を行っています。 

 仙フィルは、楽員からの依頼に対し、チラシ配りやネットワークを活用しての宣伝で支

援している。今後の活動として、地元の経済者（ロータリークラブ、ライオンズクラブ、

若手経営者）との連携を強めていき、「仙フィルを楽しむ会」の発足や、若い人を取り込む

ことなどを計画している。 

 札響くらぶは、毎年５０万円の楽譜支援を行っているが、会費からだけでは賄えず、追

加支援に頼っている現状である。 

 

---------------◇----------◇--------------- 

 

 各団体の詳しい活動状況は、議案書の団体活動報告や個別の質問などを参照してくださ

い。 

 

---------------◇----------◇--------------- 

 

     （ＳＰＣ）＝仙台フィルハーモニークラブ（宮城県仙台市） 

     （山響）＝山響ファンクラブ（山形県山形市） 

     （群響）＝群響ファンズ（群馬県高崎市） 

     （都響）＝都響倶楽部（東京都江東区） 

     （金沢）＝石川県立音楽堂楽友会（石川県金沢市） 

     （名古屋）＝名フィル・ファンクラブ（愛知県名古屋市） 

     （札響）＝札響くらぶ（北海道札幌市） 

     （札幌市）＝一般市民（北海道札幌市） 

     （九響）＝九響倶楽部（福岡県福岡市）、欠席 

     （熊本）＝ＮＰＯ法人 オーケストラ創造（熊本県熊本市）、欠席 


